
ファナック株式会社

株式会社ゼットエムピー

パナソニック電工株式会社

株式会社ハーモニック・ドライブ・システムズ

九州大学／株式会社日立製作所／
株式会社日立メディコ／瑞穂医科工業株式会社／
東京大学／早稲田大学

レゴジャパン株式会社　
レゴエデュケーション

富士通株式会社／株式会社富士通研究所／
富士通オートメーション株式会社

株式会社ツムラ／富士重工業株式会社

ファイン・バイオメディカル有限会社／
名古屋大学
株式会社小松製作所／株式会社アイヴィス／
株式会社アイデンビデオトロニクス／
株式会社サイヴァース／株式会社マルマテクニカ

IDEC株式会社

独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構／
独立行政法人産業技術総合研究所／
社団法人日本ロボット工業会

株式会社デンソーウェーブ

株式会社知能システム／
独立行政法人産業技術総合研究所／
マイクロジェニックス株式会社

富士重工業株式会社／
住友商事株式会社

近藤科学株式会社

セコム株式会社

株式会社安川電機

株式会社デンソーウェーブ

国土交通省
九州地方整備局九州技術事務所／
株式会社フジタ

独立行政法人海洋研究開発機構

北陽電機株式会社

株式会社東和電機製作所

受賞位 ロボット・ソフトウェア名 受賞者

第1回ロボット大賞
（経済産業大臣賞）
サービスロボット部門

中小企業特別賞
中小企業・ベンチャー部門

審査委員特別賞
サービスロボット部門

優秀賞
サービスロボット部門

優秀賞
公共・フロンティアロボット部門

優秀賞
公共・フロンティアロボット部門

優秀賞
中小企業・ベンチャー部門

優秀賞
中小企業・ベンチャー部門

受賞位 ロボット・ソフトウェア名 受賞者

2台のM-430iAのビジュアルトラッキングによる
高速ハンドリング

miuro(ミューロ)

無軌道自律走行ロボット「血液検体搬送ロボットシステム」

超小型高精度高出力トルクACサーボアクチュエータ

MR画像誘導下小型手術用ロボティックシステム

教育用レゴ　マインドストームNXT

小型ヒューマノイドロボット HOAP

連結式医薬品容器交換ロボット

血管内手術の技術トレーニングのための
超精密人体ロボット イブ

消防ロボット

HG1T／HG1H形 小形ティーチングペンダント

国際標準準拠のRTミドルウェア(OpenRTM-aist-0.4.0)

ロボット・FA機器向け
オープンネットワークインターフェース“ORiN”

ロボット大賞 受賞一覧20062006第1回

優秀賞
産業用ロボット部門

優秀賞
産業用ロボット部門

ロボットによるビルの清掃システム

KHR-2HV

食事支援ロボット「マイスプーン」

アザラシ型メンタルコミットロボット「パロ」

人共生型上半身ロボット(DIA10)・腕ロボット(IA20)
MOTOMAN-DIA10／MOTOMAN-IA20

人の能力を超えた高速高信頼性検査ロボット

遠隔操作用建設ロボット

深海巡航探査機「うらしま」

移動ロボット用の小型軽量な測域センサ  URGシリーズ

はまで式全自動イカ釣り機

第2回ロボット大賞
（経済産業大臣賞）
産業用ロボット部門
最優秀中小・ベンチャー企業賞
（中小企業庁長官賞）
サービスロボット部門

中小企業基盤整備機構理事長賞
部品・ソフトウェア部門

日本機械工業連合会会長賞
サービスロボット部門

審査委員特別賞
サービスロボット部門

優秀賞
サービスロボット部門

優秀賞
サービスロボット部門

優秀賞
産業用ロボット部門

優秀賞
公共・フロンティアロボット部門

優秀賞
公共・フロンティアロボット部門

優秀賞
部品・ソフトウェア部門

優秀賞
部品・ソフトウェア部門

優秀賞
部品・ソフトウェア部門

ロボット大賞 受賞一覧20072007第2回

住所： 東京都千代田区外神田3-9-2 末広ビル3F
担当： 事務局　渡邊 香　Tel： 03-5295-2060　E-mail： jimkyoku@ntf.or.jp

公益財団法人ニューテクノロジー振興財団

■マイクロマウスとは
　マイクロマウス競技は、競技者が自ら作成した自立型ロボットを
用いて、5分間5回という限られた時間で自律的に迷路を探索し、
ゴールに到達する最短時間を競う競技です。この競技は1977年
にIEEE（米国電気電子学会）が提唱し、日本では1980年から「全
日本マイクロマウス大会」として毎年開催され、45年にわたり国内
初の「ロボコン」として定着しています。
　マイクロマウスは、全日本大会の他に、全国各地の支部が独自に
地区大会を開催し、さらに学生が競う「全日本学生マイクロマウス
大会」も行われており、幅広い層の競技者が参加しています。この
競技は元々、AIとマイクロプロセッサ技術の可能性を探るための技
術チャレンジから始まりましたが、現在では学校などでの技術教育
の手段としても普及しています。
　従来の競技はルールを変えずに現存し、その他の競技として、迷
路ではなく板に引かれたラインをより早く走破するロボトレース競
技や、AIとマイコンの進歩に合わせて2006年頃からは従来コー
スの2分の1サイズのハーフサイズ競技（現マイクロマウス競技）を
新たに立ち上げました。マイクロマウスの進化は、マイコンと人工
知能の発展によりますます加速しており、毎年新たな技術やアルゴ
リズムが導入されています。
　マイクロマウスは日本では45年にわたる歴史があり、延べ1万
人以上のエンジニアを育成、輩出してきました。マイクロマウス競技
は、技術革新とエンジニアリングの挑戦を促進し、未来のロボット技
術の発展に貢献しています。出身者には日本を代表するようなシス
テムを開発したりベンチャー企業の社長も多くいます。
　さらに近年になって欧米、シンガポール、東アジア、チリ、ポルトガ
ルなど、新たにマイクロマウス大会を開催する国や、これから開催

を目指す国も増えています。現在、年に一度開催されている全日本
マイクロマウス大会は日本だけでなく、世界的に見ても参加人数、
質ともに最大規模を誇り、事実上の世界大会となっています。

■生涯教育としてのマイクロマウス
　マイクロマウスはロボットの開発規模から、個人でも参加が可能
です。マイクロマウスを作成することで、ロボットの組み立てを通じ
てセンサーやモーター、マイコンといったハードウェアの基礎、必要
な機能をいかにコンパクトにまとめるかといったエレクトロニクス技
術、迷路を探索し最適な経路を計算するためのプログラミングを通
じて、アルゴリズム設計やデバッグなどの基本的なAIやソフトウェア
技術が学習可能です。さらには、大会に出場するためのスケジュー
リングやプロジェクトマネジメントも学ぶことができ、大学卒業後も
生涯学習としてマイクロマウスを続ける競技者も多数います。もち
ろん、社会人になってから始める参加者も多くいます。
　また、マイクロマウスでは、選手たちの有志による活動も盛んで
す。大学によっては自主開催でミニ大会を開いたり、選手同士の交
流の場として勉強会や合宿を開催し、初心者向けのフォローや上
級者、スポンサーからの技術提供が毎年行われます。このような活
動を通じて、マイクロマウスの開発はチームや個人で行うことが
多いものの、選手たちは頻繁にコミュニケーションをとり、お互い
をリスペクトし合い、技術を磨いています。他にも、運営側にもボ
ランティアで参加してくださる元競技者、協力者もおり、組織運営
等にも積極的にかかわることで、運営者としての育成の場も提供
しています。

お
問
合
せ
先

日本で最も歴史あるロボット競技会「マイクロマウス大会」

The Robot Award

マイクロマウス
公益財団法人ニューテクノロジー振興財団

The Robot Award

審査員特別賞
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